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研究成果の概要（和文）： 

ヒトの脳は安静時にも内側前頭前野や下頭頂小葉といったデフォルト・ネットワーク(DMN)

が同期して信号変化していることが明らかとなってきた。本研究では、腕を交差させながら安

静閉眼するという課題を用いることで、左下頭頂小葉およびその周辺の領域に特徴的な活動が

見られることを発見した。さらにこの左下頭頂小葉上部からは、DMN と、DMN には含まれない前

帯状皮質等への機能結合がみられた。この領域は、DMN とその他のネットワークのゲートウェ

イとしての機能を持つ可能性がある。 

 
 
研究成果の概要（英文）：  

We compared fMRI signals between the arms crossed condition and the uncrossed condition, 
and found that the left posterior parietal cortex showed greater activations during the 
arms crossed condition than during the arms uncrossed condition. We then examined 
connectivity of the area to determine the functional anatomy of the arm crossing effect. 
The regions showing connectivity with the area overlapped with regions within the DMN 
but the area also showed connectivity with other brain areas including the anterior 
cingulate cortex. This finding may point to the area as a gateway connecting the DMN to 
the other neural regions. 
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１．研究開始当初の背景 
 

ヒトの脳は安静時にもいわゆるアイドリン

グのような状態にあり、近年の機能的磁気共

鳴画像(fMRI)研究などから、安静時でも内側

前頭前野や下頭頂小葉といった特異的な神

経ネットワーク(デフォルト・ネットワーク)

が同期しながら信号変化を引き起こしてい

ることが明らかとなってきた。しかしながら、

その機能的な意味は未だ良く分かっていな

い。 

 
 
２．研究の目的 
 

本研究では、未だ明らかでないデフォルト・

ネットワークの機能について、多角的に脳機

能実験解析を行い、これを明らかとする。 

 
 
３．研究の方法 
 

開眼安静および閉眼安静のみの課題に加え

て、腕を交差させるという姿勢の変化を加え

た課題を用いた実験を行う。fMRI による機能

結合解析、MEG による機能結合解析、TMS に

よる効果の評価等、多角的に脳機能実験解析

を行う。障害者対象研究も加える。 

 
 
４．研究成果 
 

多角的に脳機能実験解析を行い、開眼安静お

よび閉眼安静のみの課題に、腕を交差させる

という姿勢の変化を加えた課題を用いた

fMRI 実験にて、腕を交差させるだけで左下頭

頂小葉およびその周辺の領域における活動

が増加することを発見し報告した（Wada et 

al., 2010; 2011）。この左下頭頂小葉上部を

シードとして機能結合解析を行うと、デフォ

ルト・ネットワークと、デフォルト・ネット

ワークには含まれない前帯状皮質等に領域

に分布することを見出した（Ora et al., 

2012）。腕を交差するだけで活動する脳領域

は、デフォルト・ネットワークと、それ以外

のネットワークとのゲートウェイとしての

機能を持つ可能性がある。 
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